
ぃ

。

(

庶
務
課
)

ム
市
役
所
H
税
格
課
前
証
紙
亮
所

A
市町川
病
院
H
売
庖

ハ
一部
業
料
日
事
務
所

(保
険
衛
生
説
)

協
力
委
員
の
家
に
は
「
行
思

古

一

申

請

書

は
福
祉
事
務
所
に
準
備
し

一
情
相
談
悩
刀
委
員」

の
傑
札
が
掲
一
引
掲
者
吏
生
資
金
を
貸
付

一て
お
り
ま
す
。

一

一

一
な
お
、
県
の
手
数
料
と
し
て
百

一げ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
役
所
の
や
了
、

一

一

一

民

が
保
証
す
る
引
揚
者
更
生
資
金
一五
十
円
が
必
裂
で
す
。

一り
方
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
一
の
貸
付
印
込
み
を
つ
ぎ

ωと
お
り
一

(福
祉
事
務
所
)

行
政
管
理
庁
長
崎
行
政
監
察
局

一て
調
査
の
う
え
、
解
決
促
進
の
処
一
ゃ
、
不
平
不
満
が
あ
っ
た
り
、
ま
一
受
付
げ
ま
す
。

(長
崎
市
大
村
町
一
二
番
地
)
は

一置
が
と
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
に
一
た
こ
う
し
て
貫
い
た
い
と
い
う
意
一
ム
貸
付
対
象
引
揚
者
国
庫
債
券

大
村
市
内
よ
り
池
田
十
区
四
七
五

一な
っ
て
お
り
、

長
崎
県
で
は
各
市

一見
、
要
望
が
あ
る
時
は
ど
し
ど
し
一

の
交
付
を
受
付
た
も
の
(
と
く
に

土
方
久
彦
氏
か
行
政
苦
情
相
談
協
一町
村
に
十
七
名
が
任
命
さ
れ
て
い
一協
力
委
員
が
行
政
監
察
局
に
申
出
一
生
活
困
絹
者
、
高
令
者
ま
た
は
母

力
委
員
に
任
命
さ
れ
た
、
と
発
表
一ま
す
。

一て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
料
金
は一

子
世
帯
の
世
帯
員
な
ど
が
優
先
さ

し
ま
し
た
。

一
し
た
が
っ
て
、
従
来
行
政
監
察
二

切
い
り
ま
せ
ん
し
、
秘
密
な
事
一
れ
ま
す
)
で
申
請
の
日
ま
で
六
カ

と
の
協
力
安
員
制
度
は
、
民
間
一
局
に
出
向
く
か
手
紙
で
や
る
か
、
一
柄
は
も
れ
な
い
よ
う
、
じ
ゅ
う
ぶ
一
月
以
上
長
崎
県
に
居
住
し
、
国
庫

か
ら
の
要
望
苦
情
を
積
極
的
に
取一
ま
た
は
巡
回
苦
情
相
談
の
機
会
を
一

ん
注
意
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
。
一
債
券
に
記
名
さ
れ
て
い
る
も
の

入
れ
て
国
の
行
政
に
つ
い
て
苦
情
一
待
た
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
も

一

た
だ
し
裁
判
所
関
係
の
事
柄
、
一
ム
申
込

八
月
一
日
か
ら
十
日
ま

意
見
が
あ
る
と
き
弘
、
も
よ
り
の

一
の
が
、
協
力
委
員
に
申
出
る
だ
け
一刑
事
事
件
、
仙
人
的
取
引
、
家
庭
一
で
米
の
通
帳
お
よ
ひ
国
庫
償
券
と

協
力
委
員
に
申
出
れ
ば
、
そ
れ
が
一
で
よ
い
乙
と
と
な
り
大
変
硬
利
に
一問
題
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
と
一
印
鑑
を
持
っ
て
市
の
福
祉
事
務
所

直
ち
に
行
政
監
察
同
に
連
絡
さ
れ
一
な
り
ま
し
た
。
一
承
知
く
だ
さ
い
。
(
庶
務
課
)
一

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

付
)
を
同
隊
人
事
班
に
出
し
て
一
う
。

く
だ
さ

い

。

一

く
わ
し
い
こ
と
は
同
隊
ま
た
は

一

安
定
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

(庶
務
課
)

(8月上旬号1

花火大会

恒例の花火大会は8月
12日午後8時から玖島
崎海岸ー椛で盛大にく

りひろげられ打上げ花

火、仕掛花火など数百

発の花火が夏の夜空を

色ど ります。(商水諜〉

行
政
苦
情
相
談
協
力
委
員
に

井
田
忠

一
氏

市
議
会
議
員
井
凶
忠
一
氏

(臼

一才
、
本
町
二
丁
目
)
日
下
段
写
真

歯

の

コ

ン

ク

ー

ル

で

一

H
は
七
月
二
十
日
間
雲
臨
時
会
一
に
参
画
、
そ
の
在
各
界
女
惜
一
市
内
小
位
古
山
口
勇
次
郎
さ
ん

今一
杯
さ
ん
優
秀
者
に

一
の
席
上
急
に
な
く
な
ら
れ
、ま
し
た
一
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
(
庶
務
課
)

一は
七
月
二
十
七
日
亡
妻
ハ
ナ
さ
ん

業

計

吋

官

訪

日

刊

一軒

九

四

月

時

一

明

日

間

日

盟

問

郡

一

市
役
所
と
市
立
病
院

一
円
副

作

抑

制

同

組

問

事
務
官
葬
集
し
て
い
ま
す
。

一代
表
の
片
町
四
ニ
華

客

室

言

、
昭
和
二
十
四
年

厳

室
長

三

等
に
公
衆
電
話
を
設
置

一
品
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
資
格
は
年
令
十
八
才
{
一つ
よ
さ
ん
と
聡
ち
ゃ
ん
が
県
内
代
一
最
後
に
退
官
、
そ
の
後
旅
創
業
を
一
市
役
忠
市
立
病
院
、
車
業
課
一
市
内
原
口
郷
、
和
聞い勝
布
エ
門
さ

二
十
才
の
女
子
で
高
校
卒
、
市
一
表
者
柔
お
な
か
か
ら
、
厳
重
な
一
経
営
、
間
和
二
十
六
年
か
ら
大
杓
一
を
訪
れ
ら
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
ん
は
故
長
男
但
さ
ん
の
忌
明
に
際

内
で
通
勤
可
能
な
場
附
に
居
住
一
審
査
を
パ
ス
し
て
、

優
秀
吉
主
商
工
会
議
所
議
員
、
問
和
三
十
三
一

便
利
を
は
か
る
た
め
、
と
の
ほ
ど
一
し
社
会
福
利
事
業
の
一
耐
に
と
、

し
て
い
る
者
。

一ば
れ
ま
し
た
。

一年
大
村
観
光
協
会
副
会
長
、
昭
和
一
公
衆
昭
一
琴
つ
ぎ
の
個
所
に
設
置
一
金
二
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
者
は
八
月
十
五
日
ま
で

一よ
い
歯
は
健
康
の
主
で
す
。
一
=
干
四
年
四
島
市
議
会
議
員
に
当

τま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
一

(
福
祉
事
務
所
)

履
歴
曹
(
写
真
、
十
円
切
手
添

一皆
さ
ん
も
歯
を
大
切
に
レ
ま
し
ょ
一
選
、
現
在
ま
で
鵠
員
と
し
て
市
政
一
丘
一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
三一
一=一

-一一-5
・
一三一-
一-

』

L

】

ヲ
エ
ツ
ト

一時
間
十
五
分
に
短
縮
さ
れ
、
下
り

出

川

辺

叫

】

ブ

ロ
ッ
プ
機

一
東
京
t
大
村
聞
は
六
時
間
五
分
が

樹

新

今

レ

ン

ド

シ

一四
時
間
凶
十
分
に
、
大
阪
f
大
村

-

り

を

い

ツ
プ
が
い
よ

一聞
は
二
時
間
二
十
分

ι短
縮
さ
れ

'P
き

』

い

よ
八
月
一

一
ま
す
。

トいり

一丁

』

日

か

ら
大
村

一ま
た
、
従
来
の
福
岡
J
大
村
線
が

E
L

ト
ト

i-
H
大
阪
H
東

一熊
本
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

-
b
H
L
京
糾
に
就
航
五
着
時
刻
は
左
表
の
と
お
り
で
す

会

円

』

一

ド

一7

4

す

る

こ

と

と

一

(

商

工

水

産
課
)

ン

ツ

永

山

な

り
ま
し
た

一
松
原
季
節
保
育
所

へ
寄
付

L

釘
ド

】

乙
れ
に
よ

フ
シ

詩汗-E/
】
り
ま
す
と
、

従
来
上
り
大
村
l
頁
京
聞
は
六
時

間
五
分
か
か
っ
て
い
た
の
が
四
時

間
二
十
分
じ
、
大
阪
ま
で
三
時
間

五
十
責
特
か
か
っ
て
い
た
の
が
一

土
方
さ
ん
き
ま
る

忌

明

に

寄

付

大
村
駐
と
ん
地
業
務

隊
て
女
子
職
員
を
募
集

印刷所つじ印刷所

定価一部五円

発行所

長崎県大村市25g番地

大 村市役所
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しのれかう慢抵不は恐 く る、かた 手
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し断時しすれブコ、過い 、 停いき
ょをはで る るが 栄 労病 ロ ヲと ん三
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蚊
そ
駆
除
す
る
こ
と
が
根
本
的

な
予
防
方
法
で
す
が
、
部
落
の

人
が
共
同
で
行
な
わ
な
け
れ
ば

効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
の
で

つ
ぎ
の
よ
う
な
方
法
で
蚊
の
発

生
源
を
撲
滅
レ
ま
す
。

①
水
田
、
小
川
、
池
、

沼
等
は

周
囲
の
草
を
刈
り
水

ω杭
れ
を

よ
く
す
る
。

②
誕
尿
謝
は
水
が
入
っ
て
う
す

く
な
る
と
ボ
l
フ
ラ
が
わ
く
の

で
油
剤
を
投
与
し
て
ボ
l
フ
ラ

を
殺
す
。

①
貯
水
槽
は
金
魚
、

ふ
な
等
を

大村市政だ

お
そ
ろ
し
い
日
脳
と
流
脳

ぢY偽v、必盟諸ノ_，#dA"Y'-.#//O'、件。滋勿担7.......u.忽勿....... ‘，dA拶~

w，......，....-<!幼妙、.... A移w."Y'-./，i移抱グノ..........A勿担F、A，/h勿百件.....，).

予
防
は
蚊
の
撲
滅
・
睡
眠
を
十
分
に

夏

期

に

な

り

ま

す

と

、

学

童

の

夏

休

み

中

の

遊

び

過

ぎ

に

よ

る

体

の

極

度

の

疲

労

、

あ

る

い

は

農

繁

期

後

の

体

の

弱

み

に

つ

け

じ

み

、

い

ろ

い

ろ

な

病

魔

が

あ

ば

れ

だ

し

ま

す

。

そ

の

例

は

当

市

に

発

生

し

た

伝

染

病

の

な

か

で

も

恐

ろ

し

い

後

遺

症

を

残

す
、

日

本

脳

炎

と

か

、

流

行

性

脳

脊

髄

膜

炎

で

す

。

そ

れ

ら

の

病

状

は

ど

ん

な

も

の

で

あ

る

か

、

よ

く

知

っ

て

お

き

、

予

防

に

努

め

ま

し

ょ

う

。

(
お
年
7
月
)

一
の
郷
永
田
菓
子
庖
か
ら
、
ま

ん
じ
ゅ
う
一
五
O
個
を
松
原
季

節
保
育
刷
に
事
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
(
福
祉
事
務
附
)

〈毎月1日.11目.t0日発行〉

i日i
i本 i
i脳 i
i炎 i

病
毒
を
持
っ
て
い
る
蚊
に
き
さ

れ
て
も
、
発
病
す
る
の
は
大
変

少
な
く
て
知
ら
ぬ
聞
に
ビ
ー
ル

ス
を
う
り
て
も
発
病
せ
ず
免
疫

を
う
け
る
人
が
大
部
分
で
す
。

が
発
庄
し
て
い
ま
す
。

流
行
す
る
季
節
は
気
温
の
た
か

い
七

1
九
島
の
夏
期
で
最
盛
期

は
八
J
九
月
で
あ
り
ま
す
。

か
か
り
易
い
年
令
は
子
供
で
十

才
以
下
が
過
半
数
を
占
め
ま
す

が
、
六
十
才
以
上
の
老
人
も
か

か
り
ま
す
。

特
に
男
子
が
多
い

よ
う
で
す
。

ど
う
し
て
う
つ
る
か

こ
の
病
気
は
蚊
に
よ
っ
て
一伝
染

し
ま
す
。

そ
れ
は
魁
省
か
ら
血
そ
吸
う
同

に
、
血
散
の
中
の
病
嵩

(
ビ
ー

ル
ス
)
を
殴
l
l
、
っ
さ
に
他
康

人

ι刺
す
時
に
、
ビ
ー
ル
ス
を

う
つ
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
夏

ι

な
れ
ば
蚊
に
刺
さ
れ
ま
ヲ
が
、

(
意
識
が
な
く
な
り
う
つ
ら
う

つ
ら
眠
る
)
に
な
り
ま
す
。

一
週
間
く
ら
い
高
熱
が
続
く
と

序
々
に
下
熱
し
、
再
び
あ
ば
れ

る
よ
う
に
芯
り
ま
す
が
、
乙
の

乙
ろ
か
ら
後
遺
恒
(
言
語
障
害

四
肢
マ
ヒ
)
へ
移
行
し
ま
す
。

乙
れ
ら
の
後
遺
症
を
残
す
も
の

は
、
ニ
O
%
t
一ニ
O
%
で
死
亡

者
を
併
ぜ
る
と
凶
O
%
i
五
O

%
と
い
わ
れ
、
端
削
に
述
べ
ま

す
と
、
躍
嵐
省
の
半
数
は
死
亡

す
る
か
、
後
遺
証
な
践
す
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

流

行

状

羽

最
む
は
全
凶
的
L
発
包
し
、
二

千
人
l
五
-
人
(
全
日
国
擢
山
四
半

人
口
十
万
人
叫
ヰ
八
叫
の
息
苦

i流
i行
i性 i
目色Zの Z 
e n闘う i
i脊せ E
き E

i髄ti
i膜Ti
i炎日

医E←一 匿亙J:lJ←一医3亙己←一匡3亘ヨ
し/みメL一J タ2が〆仰川ιJ著一J

日
本
脳
炎
の
病
原
菌
は
ビ
ー

ル
ス
で
潜
伏
期
は
四
日
i
十
四

日
と
考
え
ら
れ
ま
・9
。

発
病
は
急
甑
C
な
ん
の
前
ぶ
れ

も
な
く
、

突
然
強
病
ず
る
こ
と

が
多
く
、
さ
む
り
、

ふ
る
え
と

と
も
に
一二
十
九
肢
〈
四
十
度
の

高
熱
で
は
じ
ま
り
、
は
げ
し
い

頭
痛
や
め
ま
い
、
は
き
り
、

頚

部
川
筋
肉
が
国
/¥
な
り

(首
の

前
後
挫
勘
が
で
き
な
い
)
興
奮

状
態
(
手
足
な
動
か
し
て
あ
ば

れ
た
り
、

怒
り
い
却
ベ
な
っ
た
り

し
ま
す
)
に
は
い
り
ま
す
。

そ
の
興
笛
状
態
か
ら
昏
雌
状
態

ぞP日空機による場令
区到ご医三日ご医国ご 医豆2
ML/ZfダrsF-mZJ-22/イ
/7-Jot←/ザ6.3え一村'430".← J

IH~ ~ Iご 区三日ご区二E
2F-→/25P/I2f-→ 1.3.S'.s-Jf 
ぷ J←ー /sis/14.50-1←一品川、
会日空機';[，'J:IA"日航械{で1る場モト
(楠岡杢由→大T実→東京)
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8餌月のメモ ム1日z 固定資産評価基準改訂に
関する標準家屋の実態調査(31日まで)保険税8
月分の納期 01日まで)66日=親子スケッチ
大会 (91時大村公園)67 E:I =市内少年団合同
キャンプ(9臼まで、野岳)ム9日=モーターボ
ート第l節 (12日まで〉ム JZ日=長崎県自然公
園大会 (13日まで野岳)612日=小中学全校出
校日、花火大会ム15日=固定資産税第3期分納
期 01日まで)δ19日=市内少年ソ フトボール
大会 00日まで、西大村中〕 青年研究集会 (本
経寺)モーターボート第2節 t，，2Z日まで〉

流
行
性
脳
背
髄
膜
炎
は
年
令
を

間
わ
ず
発
生
し
ま
す
が
、
年
少

者
が
多
い
傾
向
垂
示
し
て
い
ま

す。

病
原
閣
は
流
行
位
脳
背
髄

膜
炎
菌
で
、
乙
れ
に
感
染
す
る

と、

二
日
l
十
日
ぐ
ら
い
1

の
潜

伏
崩

ω後
、
発
熱
し
、
激
レ
い

頭
痛
、
は
さ
げ
、
頚
部

ω筋
肉

が
固
/¥
な
り
、

皮
ふ
じ
発
疹
が

あ
ら
む
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

こ
の
病
気
も
病
原
闘
が
は
い
る

と
‘
す
べ
て
発
病
す
J

ゐ
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
、
一
人
の
慰
者
か

発
生
し
た
場
一ヲ七
の
周
囲
に
た

く
さ
ん
の
保
菌
者
が
い
る
と
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
病

気
に
か
か
る
と
被
遺
症
を
残
す

乙
と
が
あ
り
烹
す
。

な
に
か
、
り
悔
染
す
る
か

照
者
、
保
菌
者
の
鼻
、
の
ど
の

分
泌
物
じ
よ
り
感
染
し
ま
す
の

で
、
会
話
、
政
、
く
し
ゃ
み
等

に
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
も
の
に
よ
り
感
染

し
ま
す
。

川

予

防

の

方

法

川

川
予

防

対

策

川

一
般
的
な
注
意

①
遊
び
過
ぎ
、
過
労
を
さ
り
、

睡
眠
、
栄
養
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と

る
乙
と。

②
太
陽
じ
長
時
間
さ
ら
否
れ
る

乙
と
そ
さ
り
、

炎
天
下
で
厄
必

ず
帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と
。

①
孜
、
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う

に
注
題
す
る
こ
と。

(ー〉

蚊
の
駆
除
方
法

ム
8
A
1
日
日
大
村
小
学
校
、
)一，
城
小
学
校
A
8
月
2
日
N
中
央
小
学
校
、
西
大
村
小
学
校
心
8
月
3
日
H
一エ
浦
小
学
校
、

鈴
田
小
学
校
、
福
重
小
学
校
、
松
原
小
学
校
、
東
大
村
小
学
校
ム
8
月
4
日
H
竹
松
小
学
校
、
賀
糊
小
学
校、

黒
木
小
学
校

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
日
が
つ
ぎ
の
と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
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医

療

費

の

値

上

げ

に

つ

い

フ
月
1
日
よ
り
隈
療
費
が
引
上
げ
ら
れ
、
フ
月
8
日
厚
生
省
か
ら
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
ど
お
り
で
す
。
①
往
診
料
、
基
本
入
院
料
、
基
準
看
護
加
算
を
そ
れ
ぞ
れ
勾
一
、
φ
J
上
げ
ら
れ
た
と
と
。

め
歯
科
納
て
つ
料
中

有
床
輪
一闘
を
約
五
%
引
上
げ
ら
れ
た
と
と
。
③
前
記
以
列
の
分
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
一

二
%
相
当
額
が
引
上
げ
ら
れ
た
乙
と
。
④
と
の
改
正
は
保
険
者
の
負
担
す
る
分
ま
三
十
六
年
七
月

一
日
か
ら
断
用
色
町いま
す
が
、
国
保
被
保
険
者
が
窓
口
で
支
払
わ

れ
る

一
部
負
担
金
は
七
月
八
日
(
法
の品川
果
は
九
日
)
か
九
滴
用
さ
れ
買
す
。
従
っ
て
七
月

一
日
よ
り
、

同
日
ま
で
の
聞
は
値
上
げ
さ
れ
た
分
は
支
払
う
載
務
は
あ
り
ま
り
ん
。

(保
険
衛
生
課
)

i

遠
の
顔
や
、
唇
が
青
白
く
な
つ

よ

う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

て
い
な
い
か
注
意
し
て
く
だ
さ

マ
自
転
車
に
鍵
を
か
け
忘
れ
て

い

。

い

る

人
が
あ
り
ま
す
の
で
鍵
を

マ
浮
袋
は
空
気
が
洩
れ
る
お
そ

キ
チ
ン
と
か
げ
で
く
だ
さ
い
。

れ
が
あ
る
の
で、

深
い
と
乙
ろ

マ
脱
衣
場
以
外
で
着
物
を
脱
い

に
行
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
だ
と
き
は
必
ず
見
振
り
の
人
を

さ
い
。
と
く
に
保
髄
者
の
か
た

つ
り
で
く
だ
さ
い
。

は
浮
袋
か
ら
目
を
は
な
さ
な

い

(

大
村
笹
察
署
)

A
C
ur
H宅
年

hu--
&
L
・μド
γ
ド
ヒ
年

L
じ
い色
位
、A
民

V
e告
む

-b"

(二)

。
探
り
足
と
す
ま
、
ル
ト
一也
事
実
川

川

命

取

引

制

点

、

4
ノ

ハ

プ

、
E

し
ア
F
Z
グ

Z
L白
川

===
=======
==2
z==
=======zz-=====z============"====
-2222====
=====門
司ロ
ヨ

22ヨコ
=a
z
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
H

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ボ
ー
ト
に
定
員
よ
り
多
く
乗

る
と
と
は
危
い
か
ら
乗
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ボ
l
ト
に
つ
か
ま
っ
て
い
る

人
が
あ
り
ま
す
が
、
転
覆
す
れ

ば
危
い
か
ら
そ
ん
な
い
た
ず
ら

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

マ
い
っ
し
ょ
に
家
を
出
て
来
た

友
達
の
中
に
か
わ
っ
た
事
が
な
一
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
資
一じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い

い
か
、
い
っ
し
ょ
に
泳
い
で
い
一
格
を
も
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
一
な
お
、
被
保
険
者
証
も
届
出
と

る
か
確
め
て
く
だ
さ
い
。
一
は
疾
病
ま
た
は
負
傷
し
た
踊
合
、
一同
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
保
護
者
の
か
た
は
子
供
一療
養
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
か
、
一
(
保
険
衛
生
課
)

さ
ん
を
よ
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
一受
け
ら
れ
な
い
か
に
つ
い
て
大
変

一

一

重

要

な

と

と

で

す

。

一

遺

家

族

の

皆

様

ヘ

マ
長
く
泳
ぐ
と
げ
い
れ
ん
や
心
一

若
し
被
保
険
者
証
に
記
載
し
て
一

臓
ま
ひ
を
起
し
ま
す
の
で
お
友
一
な
い
と
療
養
の
給
付
は
受
け
ら
れ
一
戦
後
十
六
回
目
の
ウ
ラ
盆
が
近
づ

一な
い
し
、
ま
た
他
の
社
会
保
険
な
一い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

マ
花
火
類
、
紙
玉
な
ど
を
ポ
ケ
一
ど
に
入
り
な
が
ら
、
国
保
の
被
保
一
こ
の
た
び
大
村
市
長
と
県
知
事
か

ッ
ト
な
ど
に
入
れ
て
遊
ば
せ
な
一険
者
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
一
ら
戦
没
者
の
御
盤
前
に
対
し
、
お

い

と

と

。

一

お

く

と

、

二

重

給

付

を

受
付
る
乙
一
供
物
を
各
遺
族
世
話
人
を
通
じ
、

マ
花
火
な
ど
を
自
分
で
作
っ
て

一と
に
な
り
、

後
で
面
到
な
と
と
が

一お
贈
り
し
ま
す
の
で
お
受
り
と
り

花
火
避
ひ
は
油
断
す
る
と
大
変
乙
ん
で
お
ど
か
し
て
い
る
子
ど
み
た
り
、

買
っ
て
き
た
花
火
を
一
お
と
り
ま
す
。

一く
だ
さ
い
。

な
事
故
が
起
り
ま
す
。
も
が
あ
り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

自
分
で
作
り
な
お
す
よ
う
な
と
一

と
の
よ
う
な
と
と
が
な
い
よ
う
一な
お
、

お
供
物
は
十
日
ご
ろ
ま
で

花
火
が
も
と
で
家
を
燐
い
た
り
と
と
を
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
と
は
絶
対
さ
せ
な
い
乙
と
。

一
に
法
で
は
、
被
保
険
者
の
あ
る
世

一お
手
も
と
に
と
ど
く
よ
う
単
備
し

火
儲
や
め
く
ら
に
な
っ
た
事
故

マ
爆
発
す
る
花
火
老
人
に
投
げ

マ
風
の
強
い
と
き
は
、
火
事
を
一帯
主
は
そ
の
世
帯
内
の
被
保
険
者
一て
お
り
ま
す
が
、
も
し
、
と
ど
か

が
各
地
で
起
っ
て
い
ま
す
。
た
り
人
家
に
投
げ
と
ん
だ
り、

起
す
と
と
も
あ
る
の
で
花
火
遊
一に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
十
日
以
一
な
い
よ
う
な
と
と
が
あ
り
ま
し
た

ま
た
通
行
人
の
足
下
に
投
げ
つ
ピ

ッ
ク
り
さ
せ
る
よ
う
な
、
い

び

は

し
な
い
と
と
。

一内
に
届
出
る
よ
う
、
世
帯
主
に
鶴

一ら
福
祉
事
費
附
ま
た
は
出
張
所
ヘ

げ
た
り
他
人
の
家
の
申
に
投
げ
た
ず
ら
は
絶
対
に
し
な
い
と
と

(大
村
警
察
署
)

一
務
づ
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、

一ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
市
民
の
皆
さ
ん
、
最
近
暴
力
団
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
た
し
か
ら
五
月
末
ま
で
の
聞
に
、
犯
人
撃
で
は
皆
さ
ん
の
被
害
届
出

放

置
し
て
お
く
と
と
は
と
の
大

一

日
の
被
害
に
か
か
っ
て
泣
寝
入
り
に
使
い
古
し
た
ズ
ボ
ン
や
ほ
う
を
検
挙
し
て
解
決
し
た
事
件
の

に

も
と
づ
い
て
夜
間
警
戒
、
警

村
市
に
再
び
暴
力
を
の
さ
ば
ら
町

一
し
て
い
る
か
た
は
あ
り
ま
せ
ん
主
主
値
打
ち
も
あ
ま
り
な
う
ち
未
届
の
も
の
が
、
四
四
・
ら
芝
強
化
し
て
捜
査
検
挙
態

せ
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
と
い
や
な

一

川
か
。
ま
た
、

y
Zほ
う
の
被
害
く
、
届
出
に
行
く
時
聞
が
か
か
七
%
あ
り
ま
し
た
。

勢
を
押
し
進
め
て
い
ま
す
の
で

思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
乙
と
に
な
山

号
に
か
か
っ
て
届
げ
な
か
っ
た
よ
る
乙
と
に
な
苧
と
思
い
ま
す
。

乙
れ
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
ど
ん
な
小
さ
な
被
害
で
も
す
ぐ
り
ま
す
。

…

川

う

な

か

た

は

あ

り

ま

せ

ん

か

、

ま

た

自

分
ば
か
り
で
な
く
、
他

日

辺
諸
問
話
料
r

z
z

泣
き
寝
入
り
は
い
け
ま
せ
ん
=
J

む
達
時
良
一

川

ょ

う

な

ど

比

較

的

価

格

の

安

い

川

h

p

p

・-

-
物
の
被
害
は
届
向
か
な
い
よ
う

川三
三
=三
E
E
--=

小
さ
な
被
害
も
届
出
ま
し
ょ
う
=-
ZE
z--=
-E
m--==哨

届
出
者
の
保
護
に
つ
い
て
は
万
一

川

で

す

。

全

を

期

す

る

よ

う

に

し

て

お

り

F

F

届
出
を
し
な
い
理
由
は
い
ろ
い

附
し
か
し
、
乙
の
届
出
を
し
な
い
く
ら
い
、
ど
ろ
ほ
う
の
初
歩
届
出
て
く
だ
さ

い

。

ま

す

の
で
安
心
し
て
届
け
て
く
4

M

ろ
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
盗
ま
れ
い
こ
と
が
、
ど
ろ
ほ
う
が
凶唱
え
の
手
口
で
あ
り
ま
す
。
乙
と
に
、

暴
力
団
の
被
害
は
わ

だ
さ
い
。
(
大
村
響
察
署
)

山

一
た
品
物
の
価
格
が
安
い
か
ら
と
犯
罪
が
ふ
え
て
い
る
と
い
う
乙
庭
先
の
干
物、

玄
関
の
靴
や
傘

ず
か
だ
か
ら
と
か
、
後
難
が
お

s
i

i

i

i

ミ
h
h
i
ト

一
か
、
警
察
に
届
出
に
ぞ
時
間
と
に
な
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
の
被
害
等
が
届
け
ら
れ
て
お
り
そ
ろ
し
い
か
ら
と
い
う
と
と
で
戸
締
り
は
完
全
に

一

叩
が
惜
し
い
と
答
え
る
人
が
も
っ
か
。

大
村

市

で

も

本

年

一

月

か

ま

せ

ん

。

た

め

ら
っ
た
り
、

そ
の
ま
ま
、

(才290号)

水
泳
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、

七
月
十
日
発
行
の
本
紙
で
注
意

し
ま
し
た
が
、
七
月
に
な
っ
て

か
ら
水
林
中
ご
名
の
死
者
が
出

ま
し
た
。

一
人
は
郡
川
下
流
で
福
重
小
学

校
主
催
の
水
泳
訓
練
中
、
小
学

校
三
年
生
に
な
る
生
徒
さ
ん
が

一
人
は
野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
で
二

十
才
に
な
る
某
銀
行
員
が
、
ボ

ー
ト
で
水
遊
び
申
ボ
ー
ト
が
転

覆
し
て
な
ぐ
な
り
ま
し
た
。

水
に
よ
あ
犠
牲
を
な
く
す
る
た

め
に
、
も
う
一
度
水
泳
心
得
を

ど
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
つ
ぎ
の
と
と
を
守
っ
て

楽
し
い
夏
休
み
に
な
る
よ
う
注

りよt!. 

意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
海
水
浴
場
で
は
最
近
ひ
ん
ぴ

ん
と
現
金
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
要
以
外
の
金
は
持
た

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

貴
重
品
は
必
ず
貴
害
詰
所
に

預
貯
て
く
だ
さ
い
。

マ
金
巷
盗
ま
れ
た
り
、
お
と
さ

れ
て
金
を
と
ら
れ
た
人
は
被
害

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
嘗
官

詰
所
ヘ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
ド
ロ
ボ
ウ
と
か
婦
女
子
ヘ
、

い
た
ず
ら
を
す
る
不
良
者
、
ぐ

れ
ん
隊
が
お
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
赤
法
よ
り
外
は
危
険
区
械
で

す
か
ら
赤
旗
の
内
側
で
泳
ぐ
よ

市

花
火
遊
び
に
油
断
は
禁
物

{毎月1a.lO日.to日発行)

国
保
の
被
保
険
者
が

異

動

し

た

と

き

は

す

ぐ

届

出

を

M

M
4
5
2
5
2
3
t
5
2
5
2
仇
た
め
、

表
土
を
二
セ
ン
チ
(
六

朝
露
ま
た
は
雨
上
り
等
根
気
の

く、

汗
線
の
発
達
が
悪
い
の
で
が
な
く
な
り
、

あ
っ
て
ゐ
口
に

川

…ーιfgγ
ゾ
ゾ

:
1
.
…J
七
分
)
ぐ
ら
い
申
耕
し
割
れ

多
い
時
は
さ
付
、

晴
天
無
風
の

暑
さ
に
弱
い
の
で
す
。
め
輸
烈

つ
け
る
室
。

①
口
や
掛
か
ら
川

川

1
4
4
:
4
4
1
:
:
!

日
を
ふ
さ
ぐ
か、

要
ワ
ラ
を
一
時
に
散
布
し
ま
し
ょ
う

。

な

太
陽
の
下
に
、

豚
奉
放
置
す
き
か
ん
に
あ
わ
巷
出
す
。
時
に

川

…
【
水
稲
】

0
ア
ー
ル
当
り
五
0
0キ
ロ
く

結
果
樹
で
は
サ
ピ
ダ
ニ
、

赤

る
と
と
は
い
け
な
い
が
、
そ
の
は
肺
充
血
の
た
め
、

あ
わ
の
中

川

川

連
日
の
干
天
で

水

稲

の

生

育

ら

い

敷

き

ま

す

。

ダ

ニ
防
除
の
た
め
ア
カ
l
ル
一
ほ
か
、

①
湖
沼
一
夕
日
の
直
射

に
血
が
混
る。

@
体
調
が
四
十

川

…
は
良
好
で
す
が
、
他
方
瀦
概

水

を

う

7
る
豚
舎
ぐ
③
風
通
し
の

一
度
に
も
な
り
、

目
は
充
血
し

川

水
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
る
水
田

0
0
0倍
l
一
五
O
O倍
液
を

一
ー
』

ノ
引
け
や

川
不
足
で
、
す
で
に
田
面
に
割
れ

。

悪

し
む
い
暑
肉
豚
舎
、
ト
タ
ン

臨
孔
が
ひ
ら
い
て
く
る
。

⑤
重
川

…
目
が
生
じ
て
い
る
所
も
見
ら
れ
地
力
の
高
い
水
田
、

堆
厩

肥

や

散

布

し

ま

す

震

や

川

島
根
川
ひ
く
い
豚
舎

く
な
る
と
、

テ
ン
カ
ン
の
よ
う

川

川
ま
す
。
上
旬
は
幸
い
無
効
今

緑
阻
な
ど
有
機
質
肥
料
を
警
一
年
生
の
も
の
は
追
肥
の
時
な
ど
す
べ
て
日
射
病
や
熱
射
病
な
神
経
症
状
を
現
わ
し
、

ふ
ん

……

…
つ
期
で
も
あ
り
、
ま
た
潜
水
不
た
水
田
、
排
水
の
悪
い
湿
田
、
期
で
す
。
潜
水
を
か
ね
て
施
し

の
原
因
に

な

り

手

。

つ

ま

り

を

起
し
て
雪
。

不
幸
川

対
策
と
し
て
は
、

①
日
光
の
直
に
し
て
日
射
病
や、

熱
射
病
で

川

川
足
の
害
の
最
も
少
な
い
時
期
で
川

ー

射
を
さ
け
る
よ
う
に
し
、

①
屋

た
お
れ
た
ら
①
豚
舎
場
徹
底
的

肌

…
あ

り

ま

す

の

で

、

水

の

不

足

し

川

豚

曾

は

風

通

し

を

よ

く

す

る

一

根

裏

く

、

ト

タ

ン

屋
根
に
は
に
涼
し
く
す
る
。
②
冷
た
い
水
川

川
て
い
る
水
田
、
と
く
に
溜
池
等
川
Saz----z
-Ez--ZE
--==-ZE-言
語

i
z
-
-2
2
ZE--
2
-am--=
三三三
三
=
三
川
む
し
ろ
や
車
を
の
せ
、

①
風
通
で
体
を
洗
い
、
軍
症
の
場
合
冷
川

……
に
よ
る
潜
雲

行

な

っ

て

い

る

し

童

く

す

る
た
め
、
壁
は
っ
た
い
水
を
噴
霧
器
で
頭
や
胸
仁

川

川
水
田
で
は
、
で
き
る
だ
け
節
水
根
閣
れ
に
よ
る
秋
落
水
田
等
は

ま

し

ょ

う

。

と

め

て

解
放
的
に
し
①
ふ
ん
尿

か
け
て
や
る
か
、

氷
で
冷
し
て

川

…
し
、
最
悪
の
場
合
は
幼
穂
形
成
出
栂
前
三
五
日
を
申
心
に
申
干
幼
木
は
支
柱
を
た
て
て
主
枝

を
除
い
て
床
を
清
潔
に
し
て
や
や
る
。
③
冷
た
い
水
四
リ
ッ
ト

川

川
期
(
出
穂
前
二
四
i
二
五
日
ご
し
を
行
な
い
ま
す
。
候
補
を
誘
引
し
枝
の

充

実

を

は

り

ま

し

ょ

う

。

ル

程
度
で
か
ん
腸
し
て
や
る
④

川

川
ろ
)
以
後
時
々
走
り

水

で

も

で

【

み

か

ん

】

か

り

ま

し

ょ

う

。

で

き
れ
ば
、
一
日
に
一

l
二
固

と
の
ほ
か
、

便
秘
対
策
、

食
獄

川

川

き

る

よ

う

に

、

い

ま

か

ら

計

画

先

日

に

引

き

つ

づ

き

摘

果

の

【

畜

産

】

水

浴
を
さ
せ
る
か
、

水
を
体
に

増
進
対
策
、
強
心
剤
の
注
射
等
川

川
的
断
水
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
時
期
で
す
。
上
旬
ま
で
に
絡
ら
三
十
三
、
四
度
以
上
の
炎
天

か
け
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。
が
あ
り
ま
す
が
、

①
ま
で
の
処
川

川

で

す

。

せ

ま

す

。

が

続

い

て

、

家

畜

は

し

の

ぎ

に

日

射

病

、

熱
射
病
の
病
状
は
、

置
を
と
っ
て
、
後
は
獣
医
師
の
川

す
で
に
割
れ
目
の
で
き
て
い
介
穀
虫
防
除
の
た
め
の
青
酸
く
い
季
節
で
す
。

①
急
に
元
気
が
な
く
な
り、

呼

指
示
に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い

川

川
る
水
田
で
は
土
申
水
分
を
保
つ
ガ
ス
矯
燕
は
中
旬
ま
で
で
す
。
と
く
に
豚
は
、

疲
下
脂
肪
が
厚

吸
が
激
し
く
な
る
。

②
食
い
気

(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

川

A
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-
J・…べ
一
ド
コ
…・J
一れ
句
、
一
H

一、
氏
、
一
九
人
川
ド
ド
川
一子
一
じ
い
い
九
一ぶ

一

引

揚

者

給

付

金

等

七

月

一

日
以
降
終
戦
前
軍
の
要

で
き
な
い
。
【
註
】
中
園
地
域

Q
M
a
s
s
@……
支

給

法

の

一

部

改

正

諸

諸

説

諮

問

山
い
諮

問

日

.
H
-i

-u
t
h
a
h
h
Hい
h
h

:
i

~
h
・旬
、、
.h
h旬

、、

、
.

降

引

揚
げ
に
至
る
聞
に
終
戦
前

ん

。

(

福
祉
事
務
所
)

現
地
で
死
亡
し
た
も
の

(年
令

は
間
わ
な
い
)
引
揚
後
死
亡
し

た
も
の

(死
亡
時
満
二
五
才
以

上
)山

口
旧
闘
領
東
印
度
諸
島
、
旧

英
領
マ
レ
イ
半
島
、
英
領
ボ
ル

ネ
オ
H
昭
和
十
六
年
八
月
一
日

(
在
外
公
舘
よ
り
引
揚
の
要
請

が
あ
っ
た
日
)
ま
で
に
六
カ
月

以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い

た
も
の
で
同
日
以
降
格
戦
前
本

邦
に
引
揚
げ
た
も
の
(開
戦
後

抑
留
さ
れ
、
そ
の
後
抑
留
者
の

相
互
交
換
(交
換
船
)
に
よ
り

引
揚
げ
た
も
の
を
含
む
)
同
日

以
降
引
揚
げ
に
至
る
聞
に
格
戦

前
現
地
で
死
亡
し
た
も
の
(年

令
は
問
わ
な
い
)
、
引
場
後
死

亡
し
た
も
の
(
死
亡
時
満
二
五

才
以
上
)

ム
改
正
に
よ
り
二
以
上
の
権

利
治
有
し
た
場
合
で
も
併
給
は

危
険
物
取
扱
い

主
任
者
の
試
験

県
で
は
危
険
物
取
扱
い
主
任
者

の
鼠
験
を
八
月
二
十
五
日
陸
上

自
衛
隊
大
村
部
隊
で
行
な
い
ま

す。試
験
の
種
類
は
甲
種
、
乙
種
の

二
種
類
で
、

願
書
は
八
月
五
日

ま
で
、

県
地
方
課
で
受
け
付
け

ま
す
。く
わ
し
い
乙
と
は
消
防
本
部

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
試
験
準
備
の
た
め
の

講
習
会
が
つ
ぎ
の
と
お
り
聞
か

れ
ま
す
。

ム
八
月
九
日
1
十
一
日
長
崎

市
袋
町
、
町
村
会
館

ム
八
月
十
八
日

t
二
十
日
佐

世
保
市
綜
合
会
舘

ム
申
込
は
当
日
午
前
八
時
三
十

分
ま
で
受
け
つ
貯
ま
す
。

受
講

料
は
四
百
円
で
す
。

電
気
工
事
士
の
試
験

昭
和
三
十
八
年
一

月
一
日
か

ら
屋
側、
屋
内
の
電
気
工
事
は、

電
気
工
事
士
の
免
許
を
持
っ
た

人
で
な
け
れ
ば
従
事
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
電
気
工
事
士
免

許
を
取
得
す
る
に
は
、
①
電
気

工
事
士
誌
験
に
合
格
し
て
免
状

の
交
付
を
申
請
す
る
、

②
知
事

の
認
定
を
受
け
て
免
状
の
交
付

を
申
請
す
る
。
以
上
三
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
通
産

大
臣
の
塗

此
合
格
証
を
持
っ
て

い
て
も
、
知
事
の
認
定
を
受
付

な
け
れ
ば
効
力
は
空
じ
ま
せ
ん

受
験
願
書
は
、
八
月
十
固
ま
で

長
崎
市
外
浦
町
三
三
、
県
商
工

部
鉱
工
課
伝
出
し
て
く
だ
さ
い

く
わ
し
い
乙
と
は
商
工
水
産

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(商
工
水
産
課
)

乙
の
た
び
引
揚
者
給
付
金
等
支

給
法
の
二
齢
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
改
正
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ム
請
求
期
限
を
一

カ
年
延
長
日

昭
和
三
十
七
年
五
月
十
六
日
ま

で
ム
南
方
地
域
の
終
戦
前
の
強

制
引
錫
者
に
対
す
る
受
給
権
の

拡
大小判
南
洋
郡
島
H
H
昭
和
十
八
年

十
月

一
日

(
在
外
公
館
よ
り
引

揚
の
要
舗
が
あ
っ
た
日
)
ま
で

に
六
カ
月
以
上
生
活
の
本
拠
を

有
し
て
い
た
も
の
で
同
日
以
降

終
戦
前
本
邦
に
引
揚
げ
た
も
の

同
日
以
降
引
揚
げ
に
至
る
聞
に

終
戦
前
現
地
で
死
亡
し
た
も
の

(
年
令
は
間
わ
な
い
)
引
揚
後

死
亡
し
た
も
の
(
死
亡
時
満
一・一

五
才
以
上
)

制
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
H
昭
和

十
六
年
十
二
月
八
日
ま
で
に
六

カ
月
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し

て
い
た
も
の
で
、
昭
和
十
九
年

._-_.  ω‘由自由r-

柔

道

審

査

八
月
六
日
午
前
九
時
か
ら
大

村
中
学
校
道
場
で
柔
道
昇
段
審

査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

審
査
段

は
三
段
以
下
で
、
申
込
み
は
大

村
ス
ポ
ー
ツ
社
か
当
日
審
査
会

場
で
受
げ
つ
け
ま
す
。

(柔
道
協
会
)

医
療
費
改
訂
問
題
で
、
日

本
医
師
会
、
日
本
歯
科
医
師
会

は
八
月
一
日
か
ら
、

保
険
医
会

総
辞
退
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

が
、
も
し
保
険
医
の
辞
退
が
行

な
わ
れ
た
場
合
八
月
中
に
医
師

に
か
か
っ
て
も
被
保
険
者
は
従

来
ど
お
り
の
計
算
に
よ
る
医
療

費
、以
外
は
支
払
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

官
公
立
病
院

(大
村

市
立
病
院
、
国
立
大
村
病
院
)

は
保
険
医
総
辞
退
に
は
関
係
な

く
保
険
診
療
を
続
け
ま
す
。


